
東北Fi7業 研究 (Tohoku Ag■ c. Res.)27.201-202(1980) -201-

年末出し電照栽培におけるスプレイギク・マープル系品種のさし芽時期について
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1ま え が き

秋田県の花 き生産における切花ギクのウェイトは大 きく,

昭和53年 には花 き総生産額の52%を 占め,生産の中心 とし

て今後ます ます増加することが期待 されている。

我が国では,一輪仕立ての栽培が大半であったが,昭和

49年 ころ,摘芽,機 らいを行わずに省力的に生産で きるス

プレイギクが紹介 され,近代感覚にマッチした将来性のあ

る切花 として注目を集めている。

このようなことから,ス プレイギクについて,本県にお

ける年末出 しの電照栽培への適応性を明 らかにするため ,

昭和53年 ,前報では 18品種を用いてその栽培特性につい

て検討し,いずれの品種 も電照感応性が高いこと,な らび

に年末出 しの電照裁培における品種別の電照の打切 り時期

を明らかにした。

しかし,7月 4日 さし芽では,マ ーブル系品種は生育過

剰 となり,商品性の著しい低下がみられた ことから,」 |さ

続 き,さ し芽時期が切花品質に及ぼす影響について検討 し

た。その結果を報告する。

2試 験 方 法

1 供試品種 : マープル系 6品種
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2 試験函 : 表 1に示す。

表 : 試験区

3 試験規模 : 1区 24株

4 耕種概要

定植 :(1)8月 6日 .12)8月 13日 ,13)8月 19日 。

摘心 :(1)8月 13日 ,● )8月 20日 ,0)8月 29日 。

栽植距離 : 床幅17,株間 25昴 ,条間 167昴.6条植え

施肥量 (a当 たり):基 肥  … たい肥 250″ ,硫加燐安

12号 12″ ,熔燐 7た,.菜籠粕 4た9 FTE03たり,追肥…

N町ヒ成23号 15″.菜種粕 2た9.

3 結果および考察

1 採花時期

採花期は,いずれの品種も12月 下旬であり,さ し芽時期

や供試条件による差はなかった。

123123123123123123

ビング  つ―ラル プルー ホワイトポリシドプロンズ
マーブルマーアル 7-プ ルマープルマープルマーブル

1       5℃
条件       |

を示す。
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図 1 さし芽時期 と切花
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2 切花長と分技発生位置

図 1に示すとお り,切花長は品種や供試条件によって多

少の変動が認められたものの,さ し芽時期が遅れるほど短

くなる傾向を示し,7月 10日 さし芽で約 110“ ,7月 17日

さし芽で約 95", 7月 24日 さし芽で約 85昴 であった。

分枝発生位置は,いずれも下から60～ 80"程度と比較

的高かった。これに対 して,53年 に実施 した7月 4日 さし

芽では ,切花長が 150昴～ 170"と 高く, また,分岐発生

位置は,下から60～ 80"で相対的に低かった。

分技の発生位置と採花作業の難易との関係をみると,切

花長に対 して分校の発生位置が高い場合には,ネ ットの展

張位置 との関連で明らかに作業が容易であった。

3 分伎長と開張幅

さし芽時期 と分枝長との関係をみると,分枝長は, 7月

17日 さし芽と7月 24日 さし芽との間ではその差は非常に小

さかったが,さ し芽時期が遅れるほど小 さくなる傾向を示

し,7月 10日 さし芽で約 15～ 20",7月 17日 と7月 24日

ざし芽では約 11～ 13“ であった。

開張幅は,いずれ も9～ 12昴程度で大きな差はなかった

(図 2)。

表 2 花数構成
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以上の結果,年末出し電照栽培におけるマープル系品種

のさし芽の時期は7月 10日 ～ 15日 が適当で,こ の時期にさ

し芽をすることによって整 った草姿 となり,均―で平咲き

の正常花房を形成するなどの点からみて市場性の高いもの

が得られると考えられた。また,こ の時期にさし芽した場

合には切花長と分技発生位置 との関係で,採花作業が容易

となる。なお,7月 17日および 7月 24日 のさし芽では,切

花長が 100"以下であり,ま た,分枝長,開張幅がやや短

く,し なやかさに欠ける。
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図 2 さし芽時期 と分枝長・ 開張幅

これを ,53年 に実施 した 7月 4日 さし芽の場合 (分枝長

45～ 70",開張幅 25～ 40".伸 びす ぎて。 しま らない草

姿 )と 比較すると,極 めてバランスの良い草姿 といえる。

4 花数構成

表 2に示すとお り, 1次 分岐数は,さ し芽時期による差

はいずれも4～ 6本程度で ,小 さか った。 2次分岐数につ

いては,さ し芽時期の早い場合に多 くなる傾向がみられた

ものの ,品種あるいは加温条件によっても異なり,一定の

傾向が認められなかった。

総花数 は, 5～ 9花 ,1次分枝 1本当た りの花数は 1～

2花 であった。53年 に実施 した 7月 4日 さし芽の場合 (1
次分技数は 3～ 5本 ,2次分枝数は,少 ない品種で10本程

度 ,多い品種で18本程度 ,ま た,1次分技 1本 当たりの花

数は 3～ 4花 もあり,均一のとれない花房であった)と 比

較すると,全般に均―な平咲 きの正常花房を形成 した。
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